（案１）
　厚生労働省長崎労働局からのお知らせです。
　長崎県最低賃金が、令和６年１０月１２日から「１時間当たり９５３円」に引き上げられました。

　最低賃金は、原則として全ての労働者と使用者に適用されます。

　最低賃金の確認方法につきましては、長崎労働局のホームページ（http://jsite.mhlw.go.jp/nagasaki-roudoukyoku/）をご覧ください。
また、詳しいことは、長崎労働局賃金室又は最寄りの労働基準監督署にお問い合わせ願います。

賃金引上げに関する支援については、業務改善助成金コールセンター電話0120-366-440にお問い合わせください。
（案２）
　厚生労働省長崎労働局からのお知らせです。
　長崎県最低賃金が、令和６年１０月１２日から「１時間当たり９５３円」に引き上げられました。

　最低賃金とは、事業主が労働者に支払わなければならない最低限の賃金額のことで、一般の従業員はもちろん、パート、アルバイト等、雇用形態や呼称にかかわらず、原則として全ての労働者と使用者に適用されます。

　例え、労働者と使用者が、合意の上で最低賃金額より低い賃金を定めても、最低賃金法によって無効となり、最低賃金額が適用されます。

　使用者には、最低賃金額以上の賃金の支払いが義務付けられていますので、もし、最低賃金額以上の支払いを怠ると、最低賃金法違反として５０万円以下の罰金が科せられることがあります。

　最低賃金額は、賃金額を時間額に換算して確認しますが、この場合、時間外手当等の割増賃金や精皆勤手当、通勤手当、家族手当は算入しませんので、ご注意ください。

　具体的には、長崎労働局のホームページに換算例を紹介しています。
　詳しいことは、長崎労働局賃金室（095－801－0033）又は最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。
賃金引上げに関する支援については、業務改善助成金コールセンター電話0120-366-440にお問い合わせください。
（案３）
長崎県最低賃金額が、令和６年１０月１２日から、「１時間当たり９５３円」に引き上げられました。
○　最低賃金とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低額を定めるもので、使用者は、最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなければなりません。
○　仮に最低賃金額より低い賃金を労働者、使用者双方の合意の上で定めても、最低賃金法によって無効とされ、最低賃金額と同様の定めをしたこととなり、最低賃金額を支払わなくてはなりません。
○　地域別最低賃金額以上の賃金額を支払わない場合には、罰則（50万円以下の罰金）が定められています。

○　貴社の労働者の賃金額が地域別最低賃金額を下回ることのないよう、金額をご確認ください。

○　派遣労働者については、派遣先の事業場に適用されている地域別最低賃金又は特定（産業別）最低賃金が適用されます。
〇　賃金引上げに関する支援については、業務改善助成金コールセンター電話0120-366-440にお問い合わせください。
